
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 最近の子供たちを取り巻く環境  

 

 

              

② 子供たちが社会のルールやマナーを守れない原因 
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社会環境

学校環境

家庭環境

最近の子供たちを取り巻く環境（家庭環境・学校環境・社会環境）

良くなった どちらかといえばよくなった 変わらない どちらかとえいば悪くなった 悪くなった わからない

現   状 

家庭環境が「悪くなった」「どちらかとい

えば悪くなった」と回答した割合は、５０％

を超える。 

家庭の教育力の低下により、子供たちが

社会のルールやマナーを守ることができな

くなっている懸念がある。 

家 庭 の 教 育 力 向 上 

子供たちが社会のルールや守れない原因は何だと思うか（複数回答可） 

（平成２３年度「第２回インターネット都政モニターアンケート」（生活文化局）から） 

悪い行為をした時に、子供を叱れる保護者が減っているから・・・・・・・・・・・・・９０．７％ 

正しいルールやマナーが身に付いていない大人が増えているから・・・・・・・・・・・８７．６％ 

地域に他人の子供でも叱ってしつける大人が減っているから・・・・・・・・・・・・・７４．４％ 

しつけを学校だけに任せる保護者が増えてきているから・・・・・・・・・・・・・・・７２．９％ 

少子化と核家族化により、世代間やきょうだい間で交流する機会が減っているから・・・６５．９％ 

テレビゲームなど、少人数で遊ぶ風潮が子供の社会性育成を阻害しているから・・・・・５８．１％ 

子供の個性や人格を尊重して正しくしつけられる保護者が減っているから・・・・・・・５５．４％ 

平成２３年度第２回インターネット都政モニターアンケート（生活文化局） 

平成 26 年 7 月 4 日

教 育 庁
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○ 保護者が家庭における教育の重要性を理解し、子供の教育に対する第一義的責任を果たすことができるようにするため、社会全体で家庭教育を 

担う保護者への支援体制を構築する必要がある。 

○ 児童・生徒の健全育成上の課題を早期に発見・対応し、立ち直りを図るためには、当該児童・生徒への対応ととともに、その保護者への支援を

教育と福祉の両面から行う必要がある。 

 

① 地域における家庭教育支援活動の促進                 ③学校と家庭の連携推進事業（児童・生徒の保護者等に対する支援の実施） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

②広域的な家庭教育の啓発   

東京都教育委員会の施策 

 
地域の実情に応じた、乳幼児期からのきめ細かな家庭教育支援活

動を促進するため、区市町村における支援人材の育成、地域の人材
を生かした支援活動、家庭教育に関する学習機会の提供等の取組を
支援 
 
【平成 26年度】 
 11 区市 支援人材の育成等を実施 
 
＜課題＞ 
 地域における家庭教育支援の活動等を定着させるための区市町
村の取組の拡充 

 
乳幼児期からの子供の教育の重要性について啓発するための資

料を作成し、保護者に配布 
 
◆０歳児保護者向け資料の作成・配布 
乳幼児期の教育の重要性や子供の発達に関する資料を作成し、母

子健康手帳配布、健康診査、乳児家庭全戸訪問等の機会を活用して、
０歳児の保護者に配布した。（平成 26 年度：115,000 部） 
 
◆生活リズム教材の作成・配布 
小学校生活に向けて生活リズムを整え、生活習慣を身に付けるた

めの教材を作成し、入学説明会等を活用し、新小学１年生の保護者
に配布した。（平成 26 年度：125,000 部） 
 
＜課題＞ 
 全ての保護者を対象にした啓発の継続 

 
「家庭と子供の支援員」等を小・中学校に配置し、学校生活等において課題

のある児童・生徒に直接関わるとともに、その保護者からの相談に対応 
 
◆「家庭と子供の支援員」 
 教員と家庭訪問等を行い、児童・生徒やその保護者等へのアドバイスや情報
提供を行う。 
※民生・児童委員、保護司、青少年委員、退職教員、退職警察官、心理学系

大学生など 
 
◆「スーパーバイザー」 
 対応が困難なケースなど、児童・生徒や保護者への支援について専門的な助
言を行う。 
※弁護士・医師・臨床心理士など 

 
◆「学校と家庭の連携推進会議」を学校に設置 
 学校の管理職及び教職員と「家庭と子供の支援員」を構成員として、支援が
必要な児童・生徒やその保護者についての情報交換及び対応を協議 
 
【平成２６年度】 
 小学校 135 校、中学校 96 校（計 231 校）で実施 
 
 
＜課題＞ 
 支援が必要な児童・生徒やその保護者への対応について、支援員同士の情報
交換を一層充実させていく必要がある。 

課  題 



太枠 は、各校種における総合的な計画を示す。

知

東 京 都 教 育 ビ ジ ョ ン ( 第 3 次 ) に お け る 施 策 体 系

８ 質の高い教育環境を整える

子供たち一人一人に応じた手
厚い支援体制の構築

学校の教育環境整備

学校の組織力の向上

都立高校改革推進計画の着
実な展開

東京都特別支援教育推進計

画の着実な展開

１５

１６

１８

１９

１７

学校 ７ 教員の資質・能力を高める

現職教員の資質・能力の向上

優秀な教員志望者の養成と
確保

優秀な管理職等の確保と育成

１２

１３

１４

家庭 ９ 家庭の教育力向上を図る

家庭教育を担う親への支援体
制の充実

仕事と生活の調和による親の
教育参加の推進

２０

２１

地域・
社会

１０ 地域・社会の教育力向上を図

る

外部や地域の人材を活用した
教育の推進

地域における多様な活動の充

実

２２

２３

徳
３ 豊かな人間性を培い、規範意
識を 高める

４ 社会の変化に対応できる力を
高める

社会の変化に自律的に対応
する力の育成

社会的・職業的自立を図る教
育の推進

６

７

人権教育の推進

道徳心や社会性を身に付ける
教育の推進

４

５

◆人権教育の推進

◆道徳教育の推進

◆小・中学校における

キャリア教育の取組の

普及・啓発（例：中学生

の職場体験）

１ 学びの基礎を徹底する

２ 個々の能力を最大限に伸ばす

基礎・基本の定着と学ぶ意欲
の向上

１

◆「確かな学力」の定

着と伸長（例：習熟度

別指導の推進）

国際社会で活躍する日本人
の育成

思考力、判断力、表現力等を
育成し、時代の変化や社会の
要請に応える教育の推進

２

３

◆理数教育の推進

◆英語教育の充実

６ 健康・安全に生活する力を培う

体 ５ 体を鍛える

子供たちの健康づくりの推進

安全教育の推進

１０

１１

子供たちの体力向上を図る取
組の推進

８

９

◆子供の体力向上を
図る取組の推進

◆オリンピック教育の
推進

◆防災教育の充実

◆教員養成段階にお
ける実践的な指導力の
育成

◆教職員のメンタルヘ
ルス対策

◆児童・生徒のいじめ、
暴力行為等への対策
の強化

◆小学校との連続性を
踏まえた就学前教育の
充実

別紙

◆「放課後子供教室」

の定着・促進

◆企業等による体験型

講座の実施

主な取り組み１０の取組の方向 ２３の主要施策 １０の取組の方向 ２３の主要施策 主な取り組み

競技力向上を図る取組の推進


